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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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5

30年度
決算額

251,333 千円

職員数 7.00 人

kyogaku@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 みすずかる信濃の文化振興事業費

部局 教育委員会事務局 課・室 学びの改革支援課

実施期間 H29 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

総合的に展開する
重点政策

3-3 心豊かな暮らしを実現する文化芸術の振興

事業番号 15 06 01

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

・優れた文化芸術に触れる機会を通じ、豊かな感性に恵まれた生徒を育てる。
・各文化部門や学校文化部の取組の充実などにより、県内生徒の更なる技能力向上を目指す。
・生徒が、全国大会など高いレベルを目標にクラブ活動に取り組むことで、目的意識や向上心を育む。

（主な実施内容：第42回全国高等学校総合文化祭の開催）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

19 達成

　その他

現状
(予算編成時)

・高校生の文化部への加入率は3割程度で、各学校での文化部の活性化が望まれている。
・活動への取組状況には、学校によって差があり、活動・支援体制が明確でない学校では、活
動が停滞している。

0

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債

92,110

0

248,086

0

97,120

0

97,120

0

266,094

0

266,094

18,008

5,010 0

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

92,559 251,333

7 7.00

56,714

149,273

57,526

308,859

1

8,218

26,201

目標に対する

成果の状況
平成30年度は、全国高等学校総合文化祭が長野県で開催され、全国大会の部門数が増加したことにより、目標を達成した。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

全国高等学校総合文化祭が開催されたことによって活性化し
た文化部活動の水準を維持し、全国大会等での上位入賞団
体数の増加等、更なるレベルアップを図る必要がある。

既存の文化部活動の支援策を継続しつつ、発表機会を確保
するために支援を強化する。

No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

第42回全国高等学校総合
文化祭開催事業費

全国高等学校総合文化祭長野大会（2018信州総文
祭）を開催し、普及啓発を実施。

6.40 247,128 232,367 -

高等学校文化・芸術フェス
ティバル事業費

高校生の文化活動のレベルアップを図るため、県・
支部単位の発表会を開催し、経費の一部を支援。

0.20 5,000 5,000 5,394

9,921

芸術文化鑑賞事業費
高校が学校行事として行う芸術文化鑑賞に要する
経費の一部を助成。

0.10 1,045 1,045 1,045

大会生徒派遣事業費
文化活動の向上・活性化を図るため、全国大会、ブ
ロック大会出場生徒の参加経費の一部を補助。

0.20 9,921 9,921

平成30年度開催の第42回全国高等学校総合文化祭を契機とした
高校生のレベルアップを明らかにするため、全国大会等の出場クラ
ブ数を成果目標に設定

備考

合計 7.00 266,094 251,333 17,983

2018信州総文祭後継文化
部活性化事業

総文祭開催を契機に活性化した文化部活動を支え
るため、技術講習会、発表会の開催経費を負担。

- - - 1,623

-高校生ウィーン派遣事業費 3,000
小諸高校音楽科生徒をウィーンへ派遣し、現地での
交流、現地音楽家からの実技レッスン等を実施。

0.10 3,000

0

17,983

11,360

0

0

6,623

成果指標
設定理由

1
全国大会・ブロック大会出
場文化系クラブ数

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

0

目標値

19

成果

21

令和元年度

0

17,983
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

15 06 01

29年度

全国高等学校総合文化祭開催事業
費

第42回全国高等学校総合文化祭開
催事業費

直
接

第42回全国高等学校総合文化祭（2018信州総文祭）の平
成30年度開催に向け、関係団体との打合せ等の実施

第42回全国高等学校総合文化祭（2018信州総文祭）の開
催に向け、県内高等学校文化部関係団体等と協議を実施
した。

計画通り
○

27,086 88,927 45,758 0 43,680

全国高等学校総合文化祭開催事業
費

行政嘱託員の配置事業費
直
接

第42回全国高等学校総合文化祭（2018信州総文祭）の平
成30年度開催に向けた業務量の増加に対応するための行
政嘱託員の配置

第42回全国高等学校総合文化祭（2018信州総文祭）を平
成30年８月７日から11日まで開催した。

計画通り
○

2,769 5,528 2,851 0 2,851

全国高等学校総合文化祭開催事業
費

第42回全国高等学校総合文化祭長
野県実行委員会負担金

負
担
金

第42回全国高等学校総合文化祭（2018信州総文祭）の普
及啓発を行うとともに、開会行事、専門部本大会の開催
等に係る経費を負担
負担先：第42回全国高等学校総合文化祭長野県実行委員
会事務局

第42回全国高等学校総合文化祭（2018信州総文祭）を平
成30年８月７日から11日まで開催し、開催行事及び専門
部開催等に係る経費を負担した。

計画通り
○

51,299 232,974 198,519 0 185,836

高等学校文化・芸術フェスティバ
ル事業費

長野県高等学校文化・芸術フェス
ティバル負担金

負
担
金

高校生の文化活動のレベルアップ及び一層の活性化を図
るため、県単位・支部単位の発表会を開催し、その経費
の一部を負担
負担先：長野県高等学校文化連盟

第42回全国高等学校総合文化祭（2018信州総文祭）と連
携し、県及び支部単位の文化・芸術フェスティバルを開
催し、開催費用の一部を負担した。県はのべ610校459団
体4344人、支部ではのべ340校367団体5,235人が参加し
た。

計画通り
○

5,000 5,000 5,000 0 5,000

大会生徒派遣事業費 高等学校文化振興事業交付金
交
付
金

他県との交流を深め、文化活動の向上・活性化を図るた
め、全国大会・ブロック大会に出場する生徒の参加経費
の一部を補助
交付先：長野県高等学校文化連盟

ブロック大会に参加した12部門677人、全国団体に参加
した８部門417人に対して補助した。
全国総文祭（2018信州総文祭）では、21部門の参加者
1,129人に対して補助した。

計画通り
○

9,921 9,921 9,921 0 9,921

芸術文化鑑賞事業費 県立高校への助成費
直
接

定時制・通信制の高校、小規模校、遠隔地校の芸術文化
鑑賞に触れる機会を確保するため、学校行事として行う
芸術文化鑑賞に関する経費の一部を助成

27校5,215人の芸術文化鑑賞のための経費を補助した。
計画通り

○
1,045 1,045 1,045 0 1,045

高校生ウィーン派遣事業費
ウィーン楽友協会との姉妹提携事
業費

直
接

小諸高校音楽科生徒をウィーンへ派遣し、現地音楽学校
生徒との交流、現地音楽家からの実技レッスン等の実施

平成30年12月９日から16日まで18人の生徒を派遣し、現
地音楽学校生徒との交流、現地音楽科からの実技レッス
ン等を実施した。

計画通り
○

0 3,000 3,000 0 3,000

　

97,120 346,395 266,094 0 251,333

教育委員会事務局 学びの改革支援課課・室
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みすずかる信濃の文化振興事業費

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

3

1

合　　　　計

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

1

細事業
No

1

2

4

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）


